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歴史民俗資料館だより

　

こ
の
地
に
は
初
め
、
法
明
山
毘び

し
ゃ
も
ん
て
ん

沙
門
天

院
久
福
寺
が
あ
っ
た
。
寺
伝
に
よ
る
と
延

暦
年
間
（
７
８
２
～
８
０
６
）
に
桓
武
天

皇
の
勅
願
に
よ
り
創
立
さ
れ
、
常
陸
に
お

け
る
真
言
宗
教
団
の
一
拠
点
と
な
っ
た
。

承
安
３
年
（
１
１
７
３
）
に
平
重
盛
の
内

命
に
よ
り
、
上
総
介
七
郎
兵
衛
景
清
が
奉

行
と
な
っ
て
再
興
し
、常
陸
大だ

い
じ
ょ
う掾
氏
代
々

の
帰
依
を
う
け
た
。

　

一
乗
院
は
応
永
３
年
（
１
３
９
６
）、

石
塚
佐
久
山
薬
師
寺
の
住
職
宥
尊
の
弟
子

宥
祖
が
石
沢
村
（
常
陸
大
宮
市
）
に
開
い

た
。そ
の
後
天
文
19
年（
１
５
５
０
）ご
ろ
、

住
職
と
な
っ
て
い
た
佐
竹
氏
の
一
族
小
田

野
義
正
の
子
、
海
義
が
太
田
の
山
吹
に
移

し
、
佐
竹
本
宗
の
祈き

と
う祷

寺
院
の
地
位
を
固

め
た
。
海
義
の
後
は
佐
竹
義
盛
の
子
、
弘

喜
が
住
職
と
な
り
、
一
乗
院
と
佐
竹
氏
と

の
関
係
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
く
。

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
佐
竹
氏
が

水
戸
に
進
出
す
る
と
、
江
戸
氏
の
外
護
す

る
吉
田
の
天
台
宗
薬
王
院
の
住
職
尊
仁
は

石
塚
村
佐
久
山
に
追
放
さ
れ
た
。
そ
の
跡

に
一
乗
院
が
太
田
か
ら
移
さ
れ
佐
竹
氏
・

江
戸
氏
の
祈
願
所
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
の
寛
永
年
中
（
１
６
２
４
～

１
６
４
４
）、
内
密
に
天
台
宗
天
海
僧
正

の
計
り
に
よ
り
薬
王
院
は
元
の
寺
跡
に

返
る
こ
と
に
な
り
、
一
乗
院
は
吉
田
明

神
向
に
居
住
し
た
。
そ
し
て
元
禄
13
年

（
１
７
０
０
）
に
水
戸
藩
主
光
圀
に

よ
っ
て
飯
田
村
の
久
福
寺
の
寺
地
に
移
さ

れ
、
久
福
寺
は
廃
さ
れ
た
※
。

　

一
乗
院
の
本
尊
は
不
動
明
王
、
什

じ
ゅ
う
ほ
う宝
に

千
手
観
音
（
厨
子
入
、
平
景
清
の
守
り
本

尊
）
や
十
王
堂
（
本
尊
地
蔵
菩ぼ

さ
つ薩

、
木
造

10
体
）、
薬
師
堂
（
本
尊
、
行
基
作
菩ぼ

さ
つ薩

。

天
正
８
年
（
１
５
８
０
）
中
興
建
立
）、

大
般
若
本
尊
十
六
善
神
軸
物
・
写
経
大
般

若
経
典
６
０
０
巻
（
台
町
一
乗
院
の
と
き

に
山
野
辺
源
太
郎
義
昭
の
寄
進
）も
あ
る
。

　

寺
伝
に
よ
れ
ば
、
桓
武
天
皇
の
延
暦
年

間
に
諸
国
に
堂
宇
を
建
立
さ
せ
た
が
、
多

聞
堂
は
そ
の
１
つ
で
あ
る
。
承
安
３
年

（
１
１
７
３
）、
平
清
盛
は
諸
国
に
役
人
を

派
遣
し
て
由
緒
あ
る
堂
塔
を
修
理
さ
せ
た

が
、
こ
の
多
聞
堂
の
再
興
の
た
め
に
上
総

介
七
兵
衛
平
景
清
を
遣
わ
し
た
。
そ
の
と

き
、清
盛
の
長
子
、重
盛
の
念
持
仏
で
あ
っ

た
千
手
観
音
と
上
総
真
崎
か
ら
多
聞
天
１

体
を
持
参
し
、
秘
仏
と
し
て
納
め
た
も
の

で
あ
る
。

※�

天
明
６
年
（
１
７
８
６
）
に
『
久
福
寺

修
繕
金
覚
』
が
あ
る
の
で
、
脇
坊
と
し

て
残
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

●
久
福
寺
と
一
乗
院

「
飯
田
村
検
地
絵
図
」
を
楽
し
む
（
後
編
）

『
天
保
経
界
飯
田
村
田
畠
図
面
』（
嘉
永
元
年（
１
８
４
８
）、大
和
田
勝
則
家
所
蔵
）

を
基
本
と
し
て
、
江
戸
時
代
の
飯
田
村
の
様
子
を
前
編
（
広
報
な
か
６
月
号
掲
載
）

に
引
き
続
き
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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▲『天保経界飯田村田畠図面』より字「中根前」
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た
こ
と
か
ら
熊
野
掛
札
の
姓
を
起
こ
し
た

と
い
う
。
飯
田
村
の
熊
野
権
現
は
、
こ
の

幹
久
が
勧
請
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

掛
札
幹
久
の
弟
忠
久
は
出
家
し
て
「
光

久
入
道
」
と
号
し
、多
門
堂
（
毘
沙
門
堂
）

の
別
当
と
な
り
１
つ
の
寺
を
建
立
し
た
。

こ
れ
が
、
後
の
法
満
山
千
手
寺
一
乗
院
の

遠
祖
と
な
る
。

　

こ
の
掛
札
氏
は
江
戸
氏
の
勢
力
下
に

あ
っ
た
が
、
義
尚
（
高
房
）
の
代
の
天
正

５
年
（
１
５
７
７
）
あ
る
い
は
天
正
17
年

に
額
田
昭
通
（
水
戸
藩
に
仕
え
て
か
ら
は

照
通
）
の
攻
撃
を
受
け
て
滅
亡
し
た
。
館

跡
に
は
土
塁
と
堀
の
一
部
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
一
隅
に
家
臣
と
思
わ
れ
る
横
山

家
の
墓
所
が
あ
る
。『
水
府
志
料
』
に
は

「
む
か
し
江
戸
氏
の
臣
掛
札
駿
河
と
云い
ふ

も

の
居
住
す
、
後
大
和
田
伊
賀
守
貞
宗
と
い

ふ
者
住
す
、
額
田
氏
の
た
め
に
亡ほ
ろ

ぶ
と
い

ふ
。」
と
あ
る
。

　

多
聞
堂
の
前
に
桜
の
老
木
が
見
え
る
。

「
景
清
が
多
聞
堂
修
理
の
と
き
に
指
揮
し

た
桜
の
枝
を
地
に
挿
し
た
が
、
そ
れ
が
芽

を
出
し
生
長
し
て
繁
茂
し
た
の
で
あ
る
」

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

【
景
清
桜
】

　

一
乗
院
の
大
森
家
墓
地
に
、
大
森
利
平

の
長
子
与
衛
門
と
次
男
三
吉
（
後
幸
介
）

兄
弟
の
供
養
碑
が
あ
る
。
兄
弟
は
、
弘
化

２
年（
１
８
４
５
）５
月
に
討
た
れ
た
親
の

仇か
た
き

林
田
政
兵
衛
を
追
っ
て
宍
倉（
か
す
み

が
う
ら
市
）で
討
ち
果
た
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
咎と
が

に
よ
り
嘉
永
元
年（
１
８
４
８
）

12
月
ま
で
水
戸
赤
沼
の
獄
に
入
牢
し
、
そ

の
後
袋
田
村
へ
追
放
と
な
っ
て
い
た
。
そ

の
後
許
さ
れ
、
安
政
２
年（
１
８
５
５
）

６
月
28
日
付
け
で
帰
村
、「
孝
心
い
よ
い

よ
一
体
、
精
神
抜
群
」と
し
て
代
々
苗
字

帯
刀
、
麻
裃
か
み
し
も

着
用
が
許
さ
れ
た
。
幕
末

に
は
天
狗
派
と
し
て
奮
闘
し
た
。

　

飯
田
村
庄
屋
を
務
め
た
大
和
田
家
の
文

【
孝
子
大
森
幸
介
翁お
う

顕
彰
碑
】

▲掛札館の堀跡

　

一
乗
院
の
境
内
に
あ
る
多
門
堂
の
南
西

辰
巳
に
鎮
座
す
る
の
が
見
え
る
。
天
明

元
年
（
１
７
８
１
）
修
復
の
際
に
銅
ぶ

き
屋
根
と
し
た
。
神
体
は
将
軍
地
蔵
と

あ
る
。
防
か
ぐ
つ
ち
の
み
こ
と

火
神
を
祀ま

つ

る
神
社
で
、
正
徳

５
年
（
１
７
１
５
）
の
創
立
。
明
治
維

新
後
の
神
仏
分
離
に
よ
り
、
明
治
41
年

（
１
９
０
８
）
９
月
16
日
に
筑
波
神
社
の

境
内
に
遷
座
し
神
社
と
合
併
し
た
。
字
中

根
に
あ
る
古
墳
は
、
円
墳
で
直
径
17
ｍ
高

さ
２
・
５
ｍ
で
あ
る
が
、
周
辺
は
か
な
り

削
平
さ
れ
て
い
る
の
で
実
際
は
も
っ
と
大

き
い
規
模
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在

【
愛
宕
神
社
】

書
に
は
水
戸
藩
の
風
儀
改
革
に
よ
り
、
天

保
４
年（
１
８
３
３
）
か
ら
安
政
２
年
ま

で
に「
孝
行
、
貞
節
、
農
業
出
精
」
な
ど

で
表
彰
さ
れ
た
者
を
ま
と
め
た
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
）４
月
の
『
農
業
出
精
孝
行
貞

節
書
上
』が
残
っ
て
い
る
。
病
身
の
夫
の
看

護
に
８
年
間
、
夫
の
他
界
後
も
丹
精
を
続

け
次
男
を
分
家
さ
せ
る
な
ど
貞
節
出
精
を

尽
く
し
た「
母
つ
る
女
」（
45
歳
）な
ど
対
象

者
が
19
人
も
い
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

▶
大
森
幸
介
翁お

う

顕
彰
碑

　

筑
波
神
社
の
東
南
に
広
が
る
字「
楯
ノ

前
」「
観
音
堂
」を
含
む
水
系
が
あ
る
。
楯

ノ
前
は
上
田
が
多
く
、
恵
ま
れ
た
土
質
の

田
圃
が
多
い
。
一
乗
院
に
隣
接
す
る
こ
の

「
楯
ノ
前
」の
楯
は「
館
」を
示
す
も
の
で
あ

り「
掛
札
館
」に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
。『
一

乗
院
旧
記
』に
よ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

飯
田
の
地
に
大
だ
い
じ
ょ
う掾
氏
が
小
城
を
築
い

た
。
こ
の
小
城
に
、
常
陸
大
掾
の
平
国
香

（
大
掾
氏
の
姓
を
名
乗
る
）
よ
り
５
代
後

の
大
掾
繁
幹
の
三
男
豊
田
政
幹
の
嫡
子

（
長
男
）
豊
田
太
郎
幹
久
が
、
大
掾
氏
の

分
流
で
あ
る
多
気
太
郎
義
幹
の
取
り
立
て

に
よ
り
姓
を
「
掛
札
」
と
改
め
、
掛
札
上

総
介
幹
久
と
号
し
居
住
し
た
。
多
気
太
郎

義
幹
は
熊
野
の
申
し
子
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

熊
野
信
仰
に
篤
く
、
幹
久
は
義
幹
か
ら
熊

野
権
現
の
神
札
を
受
け
こ
れ
を
城
に
掛
け

●「
楯
ノ
前
」（
掛
札
館
）

の
と
こ
ろ
は
独
立

墳
で
あ
っ
た
と
見

な
し
て
い
る
。
神

社
の
位
置
は
こ
の

古
墳
、
あ
る
い
は

古
墳
の
上
に
祀ま
つ

ら

れ
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

中根古墳

▲景清桜

問い合わせ　☎ 297 － 0080
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歴史民俗資料館だより

　

水
系
の
間
に
は
字
中
島
、
中
根
、
稲

荷
宮
、
千
貫
、
向
居
な
ど
畑
地
が
続
く
。

飯
田
村
の
記
録
に
は
鰯

い
わ
し

粕か
す

が
金
１
両
に

２
俵
３
文
の
値
段
で
40
俵
貸
し
出
さ
れ

て
い
た
記
録
も
あ
る
。
か
な
り
金
肥
も

使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
水
戸
藩

内
の
各
村
か
ら
書
き
上
げ
さ
せ
て
ま
と

め
た
『
水
府
志
料
』
の
「
飯
田
村
」
の

条
に
は
「
こ
の
村
に
産
す
る
茄な

す子
、
府

下
（
水
戸
城
下
）
に
爨か

し

ぐ
、
近
里
多
く

こ
れ
を
出
せ
ど
も
こ
の
地
最
佳
品
な
り
」

と
あ
り
、
優
れ
た
作
物
で
あ
っ
た
。
万

延
元
年
（
１
８
６
０
）
12
月
に
は
、
飯

田
村
で
水
戸
藩
の
砲
術
訓
練
所
で
あ
っ

た
神
勢
館
に
、
茄
子
を
６
束
積
ん
だ
馬

４
匹
（
４
駄
）
分
を
納
め
た
と
の
庄
屋

宛
領
収
記
録
「
覚

お
ぼ
え
」
が
、
大
和
田
家
文

書
の
中
に
あ
る
。
飯
田
村
の
茄
子
は
藩

の
御
用
品
で
も
あ
っ
た
。

●
名
品「
茄
子
（
な
す
）」

●
曲
松

　

一
乗
院
か
ら
西
南
へ

参
道
的
に
延
び
る
道
の

先
に
字
「
曲
松
」が
見

え
る
。
こ
れ
は
、
源
義

家
の
軍
勢
が
後
三
年
の

▲『�天保経界飯田村田畠図面』より
字「曲松」

※�『�わが郷土』より
枯死前の曲松

▲茄子受け取りの「覚」

●�

新
田
開
発
と
新
田
村

　

小
田
倉
家
文
書
『
諸
事
書
留
』
の

「
青
山
氏
書
附
」
に
よ
る
と
、
江
戸

初
期
の
承
応
元
年
（
１
６
５
２
）
か

ら
寛
文
11
年
（
１
６
７
１
）
に
か
け

て
、
庄
屋
青
山
六
衛
門
貞
栄
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
ら
れ
た
「
六
十
原
」

（
上
新
田
・
中
新
田
付
近
）
新
田
開

発
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
前
後
の
時
期

に
も
新
田
開
発
は
な
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
の
新
田
に

入
植
し
た
農
家
は
１
０
０
軒
余
り
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
新
田
の
中
央
部
を
走
る
街
道

は
直
線
的
で
あ
る
の
で
、
新
田
開
発

に
伴
い
新
た
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
屋
敷
は
短
冊

形
に
地
割
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
南

下
し
て
下
新
田
地
区
に
入
っ
て
街
道

は
大
き
く
東
へ
折
れ
た
後
に
、
再
び

南
の
水
戸
城
下
に
向
け
て
直
線
的
に

街
道
が
延
び
る
。
ま
さ
に
新
た
に
造

成
さ
れ
た
新
田
開
発
に
よ
る
街
村
で

あ
る
。
飯
田
村
１
２
４
軒
の
う
ち
、

こ
の
地
域
は
59
軒
と
全
村
軒
数
の
約

半
数
を
占
め
る
。
飯
田
新
田
の
東
西

の
端
に
は
細
長
く
林
が
残
る
。

　

上
新
田
西
に
は
長
谷
川
友
才（
友

哉
）
の
家
が
見
え
る
。
友
才
は
天
保

６
年
（
１
８
３
５
）
に
飯
富
村
（
水

戸
市
）
か
ら
引
っ
越
し
て
き
て
、
地

域
住
民
の
診
療
に
当
た
っ
た
。
そ
の

子
は
有
節
と
い
い
、
同
じ
く
医
業
に

従
事
し
た
。
有
節
の
墓
は
中
新
田
墓

地
の
小
林
家
墓
所
内
に
あ
る
。ま
た
、

下
新
田
西
に
住
ん
だ
三
極
院
は
、
修

験
・
神
官
と
し
て
永
く
農
民
の
教
化

に
当
た
っ
て
い
た
。

▶
『
飯
田
村
組
分
け
図
』
部
分

役
と
な
る
東
北
遠
征
に
向
か
う
途
中
に
休
憩
を
取
っ

た
際
の
お
手
植
松
と
い
わ
れ
る
（
昭
和
40
年
代
に
枯

死
）。
義
家
伝
説
は
、
市
内
の
全
域
に
わ
た
っ
て
数

多
く
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
曲
松
か
ら
義
家
の
進
軍
ル
ー
ト
を
考
え
て
み

る
に
、
那
珂
川
西
岸
の
十
万
原
（
水
戸
市
・
城
里
町
）

集
結
を
不
動
の
も
の
と
す
る
と
、「
戸
板
の
渡
し
」

で
渡
河
し
た
後
に
飯
田
台
地
へ
上
っ
た
か
、
ま
た
は

那
珂
川
東
岸
の
上
河
内
鎮
守
素
鵞
神
社
境
内
に
、
義

家
が
休
憩
し
た
折
り
に
兜
か
ぶ
と

を
か
け
た
と
さ
れ
る
「
兜

懸
松
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
つ
の
ル
ー
ト
で
渡
河

し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
伝
説
を
考
証

す
る
こ
と
に
無
理
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

曲 松

※
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歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
２
９
７
・
０
０
８
０

問
い
合
わ
せ

●
小
字
名

　
「
字
切
順
番
附
目
録
」
か
ら
飯
田
村
の
小
字

を
挙
げ
て
お
こ
う
。
現
在
と
比
較
す
る
こ
と
も

一
興
で
す
。

　

打
出
、
東
、
宿
谷
津
、
戸
先
、
新
地
前
、
瀬

戸
洞
、
西
、
宮
前
、
中
嶌
、
浜
射
場
、
引
立
、

楯
ノ
前
、
勧
恩
（
観
音
）
堂
、
田
北
、
下
田
北
、

寄
居
、
稲と

う
か
み
や

荷
宮
、
寄
居
南
、
中
根
前
、
中
根
、

久
保
内
、
洞
下
、
上
加
良
田
、
中
加
良
田
、
下

加
良
田
、
上
沖
田
、
沖
田
西
、
中
沖
田
、
下
沖

田
、
弥
惣
橋
、
捍
鋪
（
押
敷
）、
向
居
、
嶌
ノ
内
、

高
野
宮
、
向
居
西
、
曲
り
松
、
千
貫
、
上
飯
田
、

上
新
田
西
、上
新
田
東
、中
新
田
西
、中
新
田
東
、

下
新
田
西
、
下
新
田
東
、
中
新
田
西
後
、
新
田

西
後
、
中
谷
原
、
上
飯
田
原
、
熊
野
後

▲『飯田村検地絵図』より「字切順番附目録」

　

那
珂
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は

「
郷
土
の
古
代
史
を
知
り
た
い
」
と

い
う
市
民
の
声
に
応
え
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
加
え
、
最
新

の
調
査
の
結
果
判
明
し
た
新
知
見
を

盛
り
込
ん
だ
『
発
掘
調
査
で
甦

よ
み
が
える
古

代
の
那
珂
市
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

写
真
や
図
版
を
多
く
掲
載
し
、
大
変

読
み
や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆�

内
容　

先
土
器
時
代
・
縄
文
時
代
・

弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
・
飛
鳥
～

平
安
時
代
・
鎌
倉
～
室
町
時
代
の

遺
跡
解
説
、
下
大
賀
遺
跡
調
査
概

略
、
堀
之
内
館
跡
Ⅱ

◆
形
状　

Ａ
４
版　

79
ペ
ー
ジ

◆
価
格　

１
０
０
０
円
（
税
込
）

◆�

取
扱
い　

歴
史
民
俗
資
料
館
、
生

涯
学
習
課（
瓜
連
支
所
）、
中
央
公

民
館
、
市
立
図
書
館

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』

▼
新
刊
の
お
知
ら
せ

　

文
中
で
紹
介
し
た
絵
図
は
、
平
成
14

年
に
那
珂
町
教
育
委
員
会
が
発
刊
し
た

『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』
に
掲
載
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

現
在
の
大
字
は
お
お
よ
そ
江
戸
時
代

の
村
に
当
た
り
ま
す
。
各
村
で
は
村
運

営
の
た
め
、
目
的
に
合
わ
せ
た
村
絵
図

が
作
ら
れ
ま
し
た
。市
内
に
は
こ
の「
水

鳥
」
で
紹
介
し
た
飯
田
村
絵
図
の
ほ
か

に
、
各
村
の
村
絵
図
が
現
存
し
、
庄し

ょ
う
や屋

な
ど
を
務
め
た
家
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。『
那
珂
町
の
近
世
村
絵
図
』
で
は
、

そ
れ
ら
を
地
区
ご
と
に
ま
と
め
、
掲
載

し
て
い
ま
す
。　

　

村
絵
図
か
ら
は
、
田
畑
、
水
路
や
山

な
ど
、
当
時
の
土
地
利
用
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
古
文
書
に
な
じ
み
の
な
い
か
た
も

村
絵
図
を
現
在
と
比
較
し
な
が
ら
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

那
珂
町
の
近
世
村
絵
図

◆�

内
容　

神
崎
・
額
田
・
菅
谷
・
五
台
・

戸
多
・
芳
野
・
木
崎
地
区
の
村
絵
図

◆
価
格　

１
３
０
０
円
（
税
込
）

◆
取
扱
い　

歴
史
民
俗
資
料
館

　

こ
の
検
地
絵
図
を
通
し
て
飯

田
村
の
主
な
地
域
を
見
て
き
ま

し
た
。
飯
田
村
に
も
多
く
の
先

人
た
ち
の
足
跡
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
心
意
気
を
感
得
し
て
、
新

た
な
地
域
住
民
の
歴
史
を
築
き

上
げ
た
い
も
の
で
す
。

ま
と
め

問い合わせ　☎ 297 － 0080

広報なか 9月号5


